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　あとがき
1　社会主義経済における価格の性格
　社会主義国家であるソ連邦では，生産・流通ともにこれを営む企業主体が国
家または協同組合であって，私的なものは存在しない。営業自身が社会的所有
であるから，すべての活動が計画化され，生産物に対する価格もまた計画化す
ることが可能となる。このさい価格は原則として生産と流通に要した費用を補
償し，かつ正常な成果をあげた企業に対し一定の利潤を提供するものでなけれ
ぽならない。価格が計画的であるためにはその価格を決定するとき，労働条件
が優れて良好なものを基準とすることも，その反対に劣等なものであるのもと
もに好ましくない。当該部門における主要企業の中間的な労働条件すなわち社
会的必要賃銀を社会的価値として選択することが必要である。そのため各企業
における個々の生産物の実際上の価値はしぼしばこの社会的価値と一致しな
い。大量生産の技術と改善された労働機構を採用する企業では，個別的価値は
社会的価値より低いから，それだけ企業所得が増加するので，生産の拡大，文
化的生活条件の改善，当該企業労働者への個人的賞与の提供等が十分に可能と
なる。こうしたことはその企業にとって有利なばかりでなく，進歩的企業の急
速な発展をみるので，その結果は国民経済全体に貢献して社会全体に役立つこ
ととなるのである。これに反して生産物の個別的価値が社会的価値より高い企
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業は，労働収益性を大いに高揚して生産費の低下をはからねば企業は損失を招
くこととなる。このようにして価格は企業におげる独立採算制の強化と収益性
を高めるうえでの重要な手段となる。それがため，生産に要した実際上の費用
に従って適宜に価格制度を整備することと，国民経済のあらゆる部門の収益率
を科学的に決定することは，企業の独立採算制を定着させるために欠くことの
できない経済的前提である。価格形成におけるこの原理は，計画化と経済的刺
激を採り入れる制度的条件として，販売に供する生産物の量と利潤と収益力を
計画の基本的数字とせねぽならない。これらの指数はまた企業の財政状態と企
業に従事する労働者への物的奨励を決定する有力な資料ともなる。しかして，
生産物の実現（販売）から得られる収入と利潤の大きさは，直接企業活動に影
響するぽかりでなく，生産物や原料・財貨の価格水準にも関係してくる。もし
価格が必要以上に高い水準にあるとすれば，その企業は特別の努力をしないで
高い所得を得ることとなり，反対に価格が低過ぎるときは，仕事としては成績
の良いものでも財政的には良い結果が得られない。そのため企業は生産に関す
る物的興味を減退して独立採算制の基盤を内部から崩壊することとなる。この
ようにみてくると，社会的必要経費を中心とした価格は企業の独立採算制を支
えるものと言わねぽならぬ。もっとも現実の価格が社会的必要経費と常に一致
することは，価格を適正に定める唯一の原則ではない。価格法則の利用が妨げ
られない範囲で価格と価値の偏差が予想されることを忘れてはならぬ。それと
いうのも，社会主義のもとでの価格は価値法則の影響ばかりでなく，価格の中
で一定の役割りを演ずるその他の経済法則の関係において計画的に決定するか
らである。
　商品が生産と消費に対して正常な条件を獲得するためには∫多くの場合価格
は個別的な価値より高いか，あるいは低く制定されるが，その場合でも流通す
る全商品の価格総額はその全体の価値と等しくなる計算である。また，いかな
るときでも価格と価値との偏差は一定の範囲内に制限されている。そのため社
会主義国家は計画に従って価格を価値と離し，生産の発展，製品種類の拡大・
更新，生産物の質的向上を促進する手段として価格の任務を強化するのであ
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る。良質の商品に遙かに高い価格をつける割増制度を採用してその企業に物的
刺激を与えたり，反対に品質の劣悪な商品に対しては価格を引下げる割引制度
を用いるなどして，価格の援助による商品の質的向上をはかるのである。この
ほか，国家は価格によって科学・技術の発達を促したり，国民的需要とそれに
対する供給の関係を調整する。もちろん商品の供給は購買力に対応せねばなら
ぬ。もし商品の供給が需要を超過するとすれぽ商品のある部分は未実現になる
であろうし，反対に需要が供給を超えれぽ市場で活用できない貨幣の過剰分が
国民の手許に残ることとなるから，国民の貨幣所得と商品の獲得との間の不均
衡を避けるため，その場合には価格を修正して解決するのである。
2　価格の機能
　社会主義価格形成の一般原理からみて価格の機能を次の点に要約することが
できる。
　　1　価格は社会的必要経費の貨幣的表現である
　　1　価格は技術的進歩と生産物の質的向上をはかる刺激剤でなければなら
　　　ない
　　1　価格は国民所得の配分と再配分に積極的に参加する
　価格の機能で第一にあげられるものは，社会的に必要な労働費用を価値（貨
幣）の形態で示すことである。技能の異なる労働を計算することは，労働力を
正しく計画化するためにも，また労働資源のバラソスを得るためにも必要であ
る。しかしこれを計算するのに自然の形で個々の企業活動を比較することはむ
ずかしい。況んや異なった種類の製品をつくる部門でこれらの労働をこうした
形で比較することは不可能といってよい。同じ種類の製品を生産する企業間で
もそれぞ績用水準が異なっている。最新の設備をもって活動する企業は，老
朽した設備の企業と比較すれぽ疑いもなく優秀である。そのうえに企業の成績
は立地条件とも関係があり，そのほか技能の水準や労働要員の養成等にも重大
な関係のあることはいうまでもない。こうした理由で労働の費用を自然の形で
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対比することは事実上できないので，ソ連でも生産された製品に含まれる労働
の費用は貨幣的・価値的な評価の方法をもって計算することにしている。価格
にはこの社会的に必要な労働費用を貨幣的表現で示さねぽならないが，それ以
外になお生産と流通に要した費用と，正常に活動した各企業に対する一定の利
潤が何れも貨幣的に計算表示されるのである。
　価格の第二の機能は，国民経済の要求を十分に充たして増大してゆく国民の
需要を満足させるために，価格をとおして企業の技術的進歩と生産物の質的向
上，品目の更新をはかる必要がある。ソビエト共産党第二十四回大会の決定に
よると，今後の技術的発展を新規の生産用具と物的資材の開発をめざした新技
術の採用とその定着にむけられている。そのためには技術的設備の水準を急速
に高め老朽した機械を急いで取替えて生産を近代化することが必要となる。こ
の課題の解決には生産活動に物的及び道徳的な刺激を与えることと，新らしい
機械の開発をした企業にそれについての知識と十分な習得を与えた後，その機
械の利用を定着させることである。それにはこれに要する追加的費用の補償を
うけねぽならないが，それは消費者も機械の新設から得る経済的効果に対して
負担することが必要となる。それゆえ，かかる機械や設備に対しては暫定的な
卸売価格を採用する。
　価格の第三の機能は国民所得の分配と再分配を調節することにある。前に述
べたように，価格にはその中に物的生産費と，新たにつくり出された価値であ
る賃銀と純所得を含んだ国民所得とが含有されている。社会的生産物をこの両
部分に正しく配分するには，適正な価格を決定せねばならない。価格が社会的
生産物のいっさいの構成部分を正しく反映していないとすれば，それは社会的
再生産特に国民所得の創造と分配に否定的な影響を与えることになる。それゆ
え価格形成は，物的生産面でつくり出す国民所得の分配と再分配に重大な関係
をもつこととなる。まず生産分野と流通方面とに所得を分配することが最初の
課題となるが，拡大再生産にむけられる国民所得部分と利潤の水準を正当にき
めることも価格の決定に大きな影響がある。価格が国民所得の配分に直接関連
するのはこのためVこほかならない。また，価格の再分配についての機能は，具
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体的にはまず勤労者個々の部門の賃銀水準と国民消費物資の価格水準とに現わ
れる。国民にとって第一の必要物資であるパソや畜産物，家具，子供用品，薬
用品等の現行価格は価値より遙かに低い値段で売却されるが，これに反して煙
草やウォッカ，酒類香料その他若干の商品には価値よりいちじるしく高い価
格で売られるのはそのためである。
3　ソビエト価格体系の展望
　ソ連における経済部門での発展形式は多種多様であるため，個々の生産物に
対する価格様式もそれに応じて多様であることはいうまでもない。今これを種
種の基準のもとに分類してみよう。まず第一に経営主体によって価格を区別す
ると
　1　国定価格（rocynapcTBeHHble　UeHH）
　1　コルホーズ商業価格（UeHbl　Ko丑xo3H曲ToproBaH）
　の2つになる。前者は国営企業間，国営企業と協同組合（コルホーズ）との相
互間に用いられる価格であり，後者は前者とちがって国家の手で制定するので
なく，コルホーズ市場において需要と供給の関係で定まるものである。
　次に社会的生産の中でも重要な部分を占める農産物の取扱いについては，
　1　買上価格（3aKynoqHble　qeHbl）
　1供出価格（C」LaToqHble　ueHbI）
　とがある。　2つとも国定価格であるが，コルホーズ（集団農場）で生産した
農産物を国家機関や協同組合に売渡すときの価格は前者である。そして後者
は，国営農場が自分のところで生産した農産物を国営企業や国家機関に売渡す
ときの価格である。同じ農産物に対してこのような価格制度を設けたのは生産
する企業の性格がちがっていて生産費を異にしたためであった。
　国民消費の対象となる生産物（製品）が流通段階のある部署で取引される場
合と，最終段階において国民に直接売渡されるさいの価格とは自ら異なってく
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る。それを基礎にして区別すると
　1卸売価格（OnTOBble　ueHbl）
　1　小売価格（Po3HHuHble　ueHbl）
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　の何れかに属する。卸売価格は国営企業相互の間に，また国営企業と協同組
合（コルホーズ）との間にこの生産物（製品）が売却されるときに用いられるも
ので，したがって工業製品と農産物の大部分はひとまずこの価格によって取引
されるのである。卸売価格がソ連の国民経済に果たす意義は頗る大きい。それ
ゆえ企業の独立採算制を維持するためにこの卸売価格を正しく制定することが
その前提となる。こうした卸売価格は更に対象と内容からみて次の二つに区別
される。
　1　企業卸売価格（OnToBaH　ueHa　npeAnpuaTHfi）
　1　工業卸売価格（OnToBafl　lleHa　npoMblmneHHocTH）
次に今1つの小売価格は国民消費物資が直接国民の手に移るとき国民の支払
う代価である。したがって，小売価格は価格体系の中で最も基本的なもので，
国営企業，国家機関，協同組合等が商品を媒介として国民と密着する重要な環
である。ここで社会的生産物の循還過程が完了し，この段階において国民から
この商品の生産と販売に要したいっさいの費用を回収する仕組みである。ま
た，余剰生産物の蓄積もこのとき実現することになる。』
　小売価格には変形としてのコルホーズ商業の価格があるが，これは例外的と
いわねばならぬ。小売価格の主流はどこまでも国定価格であって，これには更
に次のような種々の基準で区別することができる。
　A　地域（no　TeppHTopHoMy　npH3HaKoM）によって
　　イ　連邦価格（06me　cOlo3HbIe）
　　ロ地帯価格（HOfiCHble）
　　ハ　地区価格（MeCTHbie）
　B　有効期間（no　BpeMeHH　AeVlcTBvaA）にょって
（625）
　イ　通常価格（nOCTOHHHble）
　ロ季節価格（Ce30HHble）
　ハ　暫定価格（BpeMeHHbIe）
℃　価格基準（no　YPOBHK））によって
　イ　定価表価格（noe且CKypaHTHue）
　ロ　特恵価格（刀brOTHble）
　ハ割引価格（CHH＞KeHHble）
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4　農産物に対する価格
　買上価格（供出価格）の役割　　買上価格は農産物に対する価格体系の中で重
要な位置を占めている。この価格は2つの基本的要因で左右される。第一は，
農産物の利潤とコルホーズ（国営農場）の所得を決める水準，第二はコルホーズ
員に支給する現金と国営農場に働く労働者賃銀の水準とによって影響を受け
る。農業経済を発展させるため買上価格の役割は，農産物の生産費を回収し，
コルホーズ（国営農場）の拡大再生産をはかるため必要な一定の蓄積を確保する
ことである。価格がこれらの条件を履行することによって農業生産その他の国
民経済の発展に貢献する用具となり得る。それゆえ，買上価格は農業栽培の生
産力を高めるために重要な意義をもつが，それと同時にこの価格制度は他の種
類の価格ときり離して定めることはゆるされない。農産物を原料として生産す
る工業製品の卸売価格の決定と緊密な関係があるからである。何となれぽ買上
価格の適不適はただちにこれを原料とする製造にとって製造原価と利潤に影響
してくる。このことは食肉や牛乳，魚類を材料とする工業部門や食料品を生産
する部門がよい例である。その反対に農業に用いる生産財の卸売価格は，ま
た，農業生産物の原価，したがって利潤にも無関係ではあり得ない。それらは
廻り廻って農産物の買上水準に影響することはいうまでもない。次の事柄がこ
れをよく証明している。ソ連において1958年に多くの種類の農産物に対して買
上価格の引上げを実行した。ところがその結果は，農業にむけられた多くの工
業製品の卸売価格も同時に引上げられたために，予期した利潤の増大は得られ
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ず，農業生産の発展にブレーキをかけることとなった。その矛盾を防ぐためソ
連共産党中央委員会のユ965年3．月総会は，農産物買上価格の引上げに関する決
議を採決するとともに，農業用の多数の種類の工業製品に対して卸売価格の据
置きをはかったばかりでなく，積極的に引下げの必要を指示している。ユ966年
同67年の卸売価格改訂のさいにこの点が配慮されて，一般の値上げに関係なく
農業用の機械，掘削機，トラクター，自動車，その他農業機械製作所の製品は
従来の低い価格でコルホーズ（国営農場）に売却されることになった。これに類
したことは鉱物肥料の場合にも同様に取扱われている。
　　農産物価格の種類　　農産物の現行価格体系には重要なものとして前記の
ように買上価格の2種類がある。コルホーズが国家と協同組合に売渡す農産物
には買上価格がきめられ，国営農場とその他の国営農業企業が自己の農産物を
国家調達機関や工業機関に売渡すには，原則として供出価格が採用される。こ
のほかに，コルホーズ員や村落の住民がコルホーズ市場で農産物の一部を売却
するときの市場価格なるものがある。
　このようにコルホーズと国営農場に対して異なる価格が存在するのは次の歴
史的事実からである。農村の集団経営の初期（1929－30）にはコルホーズだけが
存在して，国営農場はまだ実験的段階であった。この両者の農産物の買上価格
が相異したのは経済的な事情によるのである。その後長年に亘って農業生塵の
発展が同一指向ではかられたが，その生産費は国営農場の方がコルホーズより
も低簾であった。そのことが国営農場の供出価格に比べてコルホーズの調達価
格が高い水準におかれた根拠であった。しかるにその後両者の生産費はいちじ
るしく接近するに至った。その理由は，コルホーズの生産費が低下した割合に
比較して国営農場の方はそのテンポが非常に緩慢であったからである。最近，
両者の農産物に対して共通の価格が制定される機運になったのもそのためであ
る。したがって，畜産（家畜・牛肉，牛乳，卵，羊毛等）生産物のいっさいとじゃ
がいも，野菜，果実，それと広大な地方にできる多種多様な農業植物栽培の産
物については，現在両者に共通な買上価格が用いられている。今でもなお買上
価格と供出価格の水準が異なっているのは，農産物のうちで極めて僅少な部分
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に過ぎない。コルホーズと国営農場の経営について重要なちがいは，前者が生
産拡充のために要する費用のすべてをコルホーズ個々の資産によってまかなう
のに対して，後老は生産拡大の費用の大部分を国家予算から資本投資の形で処
理されることであった。それが現在では国営農場でも完全に独立採算制に移行
したものは，その企業の自己蓄積とゴスバソクからの長期借入れが生産拡充の
源泉となり，この借入れについては期聞中に自己の資金で弁済することになっ
た。しかもソビエト共産党の第24回大会の指令によって今実施中の五ケ年（19
71－75）計画が終了するまでに国営農場を完全に独立採算制企業とする方針を明
らかにしている。これでみる限リコルホーズと国営農場が買上価格を異にする
理由がなくなるから，農産物の全部に亘って共通の価格が採用される時期はこ
れが完成をみるときであろう。
　農業生産の特殊性と自然と気候状態の多様性とは農産物の価格決定にあたっ
て若干の特質が見られる。買上価格や供出価格は農産物の平均的地域原価を基
礎に農業地質によってきめられるが，異なった土壌と気候と経済的事情のため
同じ種類の農産物であっても価格をちがえなけれぽ，単一では農業生産を奨励
する刺激とならないことがある。ある種の農産物価格が季節によって異なった
り，品質に応じてちがえる必要のあるのはそのためである。
　　買上価格の構造　　農産物の買上価格（供出価格）は生産費の補償とコルホ
ーズ（国営農場）の拡大再生産の資金獲得に足るものでなけれぽならぬ。その意
味では買上価格の構造も一般価格の場合と同じである。しかしこの問題に特別
考慮を払わねぽならないのは，コルホーズ・フォソドの組織と分配についての
理解である。コルホーズはもちろん協同組合組織であって，それに要する費用
と利潤は農産物を国定価格で販売した所得に依存する機構である。1969年に開
催された第3回全ソコルホーズ員大会で承認をみたコルホーズ定款には，コル
ホーズの総生産物と所得の分配についての規定なかんずく分配に関して，コル
ホーズは農産物の販売とその他の源泉から収入した金銭を，第一にコルホーズ
員の労働を基準として支払い，その他の生産費と国家への支払いに宛て，借入
金の返済に供する，またコルホーズ・フォンドの形成と充実のために利用する
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ことを明らかにしている。買上価格の水準と構造がこの要求に応ぜねばならな
いのは当然である。
　ソビエト国家は中央に集中した所得を，農産物の生産と農民の社会的文化的
必要に充当し，また国家の資産で農業生産の発展を促進する農業活動を活発に
する。それとともに集中されたフォソドによって，農村における教育や医療施
設その他住民のための社会的文化的施設に十分な費用を提供し，また一部をコ
ルホーズ員の年金支給の方面にむける。それゆえ，買上価格の中には所得の再
分配のために，農業生産の発展にあてる費用と併行して国家全体の必要を充足
する資産の獲得部分が含まれているのである。
5　工業製品における卸売価格
　　卸売価格の意義　　工業企業が製造のために生産品を買入れるとき，商業
機関が販売のために商品として仕入れるときはすべて卸売価格による。この価
格が関係するものは取扱われる生産物の総量だけでなく，農産物の買上価格と
消費物資の小売価格とも密接に関連している。そのほか生産利潤，フォソドへ
の控除額，取引税額，その他国民経済発展のための重要指数などの経済指標は
その根底を卸売価格に置くので，この価格を適正に決定することは企業の独立
採算を実現するうえに極めて重要である。それぼかりでなく，金融機関を経て
行なわれる計算は卸売価格によるから，この制度はまた財政および金融制度と
も密接なつながりをもっている。
　　卸売価格の種類　　ソ連経済における経済関係の多様性は卸売価格の中に
も目的によって相違を生じ，企業卸売価格と工業卸売価格の区別があることは
前述のとおりである。
　イ　企業卸売価格　この価格には製品の総原価と計画利潤が含まれ，直接工
業企業の活動を計画し，経済指導を行なう基礎的な価格となる。またこの価格
にょって多数の経済部門（機械の製作，石炭の採掘等）の企業から工業生産物が売
捌機関や卸売配給所，連邦商務省営業所に売渡され，計画的品目に応じた製品’
の製造と企業活動に必要な独立採算制を守るにふさわしい価格であることが要
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請される。
　ロ　工業卸売価格　この価格は多数の経済部門（石油，化学，醸造，その他の
エ業部門と商業部門）において販売される製品，主として国民の消費物資に対し
て制定されるものである。この種の価格構成は生産費と企業利潤のほかになお
「取引税」（Hanor　c　o60poTa）と「卸売減価部分」（onToBo・c6blToBafi　cKHI（Ka）
を加えたもので，この点が前記企業卸売価格と異なる。工業卸売価格によって
商品はいったん小売商業機関と小売企業eご売却され，そこから直接国民の手に
渡るのである。
6　小売価格の種類と構造
　小売価格は卸売価格を基礎としてそれに「商業減価部分」（ToprOBble　CKHnKH＞
が加算されたもので，国民消費物資が住民に売渡されるときの最終価格であ
る。これには次のような価格がある。
　イ　単一連邦価格（EnvaH｝ile　06urecoro3Hble　lleHbl）はソ連の全地域に亘って用
いられるものである。この価格は国内各地で製造される価値に根本的なちがい
がなく，それを消費地まで輸送する費用も比較的小額な商品に対して設けら
れ，主に食料品に非ざる商品（織物，履物，オートバイ，自転車，ラヂオ受信機等）
のために制定されるが，茶，コーヒー，リキュール・ウォッカ類，煙草，輸入
かんきつ類等の食料品も同様な取扱いを受ける。
　ロ　単一地帯価格（EAHHble　lloflcHble　qeHbbl）　et当該地帯の区域内で採用さ
れる価格であって，主としてパソ，砂糖，肉製品，魚類等の食料品と家具や木
製品，薄板ガラス等の運輸に不便な非食料品に用いられる。
　ハ　地区価格（MeCTHble　ueHbl）　は同一の共和国，地方，州もしくは都市の
範囲で定められている価格であって，同一の経済地区内で生産され消費される
早野菜や果物，かっぽう品，地方の建築材料その他のものがこれに所属する。
　二　季節価格（Ce30HHble　lleHbl）　じゃがいも，野菜，果物，いちご，ぶど
う，かんきつ類，瓜類等の食料品は大量に成熟して集約的に収穫される夏と秋
には低簾な価格が実施されるが，冬と春の時期はこれら生産物の保存費がかさ
　12　明大商学論叢　　　　　　　　　　　　　　 （630）
むため値段が若干騰貴する。こういった価格を季節価格という。
　ホ　暫定価格（BpeMeHHble　ueHbI）は質的改善を行なった新商品の製造が軌
道に乗るまで，通常1ケ年の期間採用するもので，大量生産が可能となってく
ると一般の通常価格（nOCTOflHHble　ueHbl）が制定されることとなる。こういった
価格の認められる商品は，織物，履物，家具，メリヤス品及び裁縫の製品であ
って，従来のものより品質が高級で仕上げに独創性があること，新らしい流行
の型であるなどの特色をもつものでなければならない。
　へ　特恵価格（JlbrOTHble　KeHbl）は農産物原料の提供者に対して，それと関
係ある商品の価格を引下げて売ることで，この方法によって食用ビード，綿
花，亜麻，その他ある種の農産物は生産が奨励されるのである。
　ト　割引価格（CHH＞KeHHble　lleHbl）によって流行おくれの商品と本来の品質
や特性を失った商品が販売される。このさい割引きによって生ずる損失は価格
引下特別基金か商業機関の計画超過利潤もしくは国庫の資産によって補填され
る。
　今まで述べてきたことからソ連における工業製品の小売価格の構造（第1表）
と農産物を原料とした製品の小売価格の構造（第2表）とを図示すると次のよう
　　　　　（第1表）
製品原価 利　　潤
企　業　卸　売　価　格 取引税 売捌減価部分
工　業　卸　売　価　格 商業減価部分
小　売　価　格
（631）
になる。
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（第2表）
　原価は企業が製品を製造し販売するに必要な費用の貨幣的表現であって，こ
の計算が価格の計画化にとって出発点となる。それほど重要な要素ではある
が，ここではむしろ社会主義経済にとって特色をもつその他の構成要因につい
て考えてみることにする。
　利潤と取引税とはソビエト価格の根底において原価と同様に極めて重要な意
義をもっている。この2つは社会主義社会の純所得の異なった形態で，経済的
性質も同じである。そのうち利潤は純所得の最も重要な部分であって，企業が
製品を売渡す価格とその製品原価との差額として算出される。利潤の一部は国
家予算に納付されるが，大部分は企業の支配下に残されて，生産拡充の目的と
経済的な奨励基金をつくるための資金に利用される。それは大別して，生産発
展のフォソドと物的奨励フォソドに今1つ社会的文化的施設と住宅建設用フォ
ソドの3つの基金の源泉となる。企業卸売価格の構成に含まれる利潤は，特に
国庫への義務を果たすことと経済的奨励金の形成に応ぜられるものでなければ
ならぬ。そのためには国家は価格の計画化にあたって，これら必要な利潤が得
られるよう当該部門と企業の収益水準を調整する必要がある。
　取引税は社会全体の管理下に納められる純所得の部分で，国家予算における
重要な所得源泉である。国民消費物資を生産し販売する企業・の生産物価格から
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徴集される。これら生産物の生産と販売は比較的短期日に完了するので，この
税は予算収入として迅速かつ規則正しく貨幣の蓄積を行なうことができる。取
引税は工業や商業の売捌機関のところで支払うことになるが，この機関を経な
いで製品を直接商業網に販売する場合にはその企業自身が国庫に納入せねばな
らない。
　取引税は次の機能を果たす。第1はこの税は国家予算の収入を調節しかつ確
保する。第2は多数の国民消費物資の需給を調整する手段となる。そのために
はある種の商品（例えばリキュー，ウォッカ類や煙草）には高率の取引税を課する
が，他の商品（例えぽ子供用品，裁縫品，卵，バター等）には全然賦課しないか，
賦課してもきわめて低額なものとする。第3の機能は取引税の国庫への納入が
企業における製品の製造と販売の計画遂行に直接関係しているため，この税は
財政機関の立場からみた企業の生産計画遂行の経済的制御手段となるのであ
る。第4は，取引税は経営の新らしい状態における生産の拡大に対し，経済的
刺激の機能を果たす役目をする。このことは国民消費物資の生産拡大のために
受入れた融資の償還に，取引税の一部を使用する権限が当該企業に委任される
ことと関連している。
　次に卸売減価部分と商業減価部分が価格構成要因の一部であることは，前掲
の図示によっても明らかである。
　卸売減価部分は工業の売捌機関，卸売基地，連邦共和国商務省営業所におけ
る流通費の補償とそれらの利潤の獲得のために予定されるものである。それゆ
えこの減価部分は個々の商品や商品グループ，輸送の方法，地理的条件等によ
って異なるが，これが正しく決定されることは商品流通の強化に関係してく
る。
　商業減価部分はもちろん小売価格の構成部分であって，商業機関や商業企業
の流通費の補填と正規の利潤形成に予定されるものであるから，それらにとっ
ての所得の主要源泉となる。それだけにこの減価部分が科学的根拠に基づいて
制定されることは，企業の独立採算制の強化と商業収益の獲得に必須条件であ
って，企業の経済的効果を高めるためにも大きな意義がある。個々の商品や個
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々の商品群によってこの減価部分が異なるのは，商品販売に要する流通費が同
一でないからであって，したがってこの部分に高額を必要とするものは，取扱
いの非常に困難なもの，保管や加工に特別の費用を要するもの，回転の比較的
緩慢な商品などである。そのためこの流通費の額と商業減価部分との調和をは
かることが必要で，それを欠くときは，ある商品の販売は法外の利益となる
が，他の商品は逆に欠損を招くという結果を生じないとも限らない。
　商業原価部分は都市と農村，遠隔地や山間地，シベリヤ極地等における販売
の場所によっても異なる。農村の商業網は鉄道駅や卸売基地から遠く離れてい
るのと，非常に多くの零細小売網であるため特別に商品の配達費が多くかかる
ので，商業減価部分が都市の場合より遙かに大きなものとなっている。この部
分はこのほかにも商業企業や商業機関の活動に対して正常な利潤を獲得し，商
品回転計画を遂行する条件を創り，流通経費の低下と商品の流れを合理化する
ための物的刺激とならなけれぽならない。
あ　と　が　き
　今まで述べてきたことは，ソ連経済において実施されている商品流通体系の
価格について，ある断面を一べつしたものである。したがってこれだけではき
わめて表面的な部分的観察でしかない。元来，価格は商品の流通を前提として
生まれるものであるから，如何なる場合に如何なる価格を制定するかは，全く
ソ連経済における生産から消費までの商品の生産と流通の過程，配給機構の構
造と密接な関係にある。したがってこうした価格の背景となっている経済機構
をまず究明する必要がある。それと同時に，1917年の社会主義革命以来今日ま
での間，価格形成については幾多の変遷を経てきた。試行錯誤の連続で，今も
なお価格の適正化のために模索している。なぜなら適正な価格が決定されなけ
れば企業の完全な独立採算は得られない。そのことにただちにソ連経済の発展
に大きく影響してくるので，その意味で価格問題はソビエト経済にとって極め
て重大な課題である。殊に社会主義経済における価格は，周知のとおり自由経
済のもとでの価格とちがって，計画価格であるから，価格は最初から姿意的に
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形成されるわけで，それだけに特別な価格形成理論が存在する。こういったも
ろもろの点が明らかにされなけれぽ，ソビエト経済の価格に関する全貌を理解
することはむずかしい。
　筆者はそれらの研究を進める過程にあって，その入口としてひとまずここに
この稿をまとめた次第である。なお，この拙稿は主として次の文献によるもの
である。
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